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1ま え が き

秋田県におけるプドウ品種の80,程度は,キ ャンベルア

ーリー種で,栽培上花振い現象が年により,激 しく起るが,

灰色かび病の発生が,樹体の栄碁状態とともに強く関係し
ているものと考えられており, このことはすでに一般栽培

者も周知のことで栽培されている。 しかし近年更に多発の

傾向が日立ち,特に県中央部の集団裁培地である着美町
八竜町においては集中的に発病し,花穂への発病率が

"%
以上の日が多く, 従来から防除効果の高かった, チォファ

ネートメチル,及びベノミル剤を使用したところ,防除効

果がはなはだしく劣ったので,両薬剤に対する感受性を検

討した結果 強い耐性を示 した。以下その概曳 他剤の防

除効果について検討したので報告する。

2 試 験 方 法

1 発生地域の発病状況調査
発病の特に多かった若美町,八竜町のプドウ園を任意に
18目抽出し,発病状況を花穂について調査した。

2 灰色かび病面の薬剤應受性の検定
0)チ ォファネートメチル剤耐性検定
発生目から罹病花穂を採集し,温室で胞子を形成させ,
分離した着美菌25菌株,八竜菌 4菌梶 天王菌 (場内 )4

表 1 耐性菌発現地域の発病状況 (キ ャンペルアーリー )

調 査 地 域

若美町中台

菌株の

“

菌株について検定を行った。

分離菌株をカ ガイモ煎汁寒天培地で
"℃
48時間培養し,

薗叢の先端部を直径 4日のコルクボーラーで打ちぬいた菌

そうディスタを,チ ォファネー トメチル剤の有効成分が

10∞ , 300, aO, loo pp■ になるよう添加した前記培地

上に接続し, 2C℃ で48時間培養後のMICを 求めた。

(2)ぺ′ ルヽ剤耐性検定

試験(0と 同一菌株を用い,上記の方法で感受性を検定し
た。

(3)耐性菌の他薬剤に対する感受性

試験(1)・ (21で耐性を示 した若美菌のうち3菌株,及び感

性菌の天王菌 1菌株 (鳳 6)を 供試し,試験(1)・ (21と 同じ

方法でポリオキシン剤 。キャノタン剤の培地上での菌の生

育燿産を観察した。

3 現地回場での防除試験
チォファネー トメチル剤,べ′ ルヽ剤に耐性 を示す口場

で, 5農薬について防除麟保の実用性を検討した。

3 試 験 結 果

1 発生地域の発病状況調査
花穂の発病状況を表 1に示しためヽ 開花前後の発病部は

花穂以外に葉風 葉身 葉柄にも見られ,芽 かきした新相を

樹下に放置すると15日程度で胞子の形成が見られた。更に
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調査口に混植されたデラウェアー,テ イヤガラは花穂の発

病は全く見られずキャンベルアーリーと対照的であった。

2 灰色かび病宙の薬剤感受性の検定
チォファネートメチル剤添加培地上における薗最の発育
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程度は,若 美町からの分離菌はすべて1,000 ppmで も発育

良好で耐性を示した。叉,ペノ ルヾ添加培地上においても,

発育良好で,交さ耐性を示した (表 3)。 八竜町,分場回

場からの分離菌は,両薬剤に対して感受性を示した。しか

しながら供試菌株数が少ないため,耐性菌の出現密度,分

布については更に検討を必要 とする。若美町では広範囲に

わたって耐性菌の出現していることが確認された。

表2 灰色かび病菌のチォファネートメチル剤
耐性検定 (M工。)

tL数字は,

表3 灰色かび病菌のベノミル剤耐性検定
(MIC)

江 数字は,

チォファネートメチル剤及びペノミル剤に耐性を示した

灰色かび病菌の他薬剤に対する感受性を検討した結果を表

4, 5に 示したがキャプタン剤及びポリオキシン剤に対し

てはいずれも感受性を示した。

表4 耐性菌のキャノタン剤含有培地における
生育程度 (数字は菌叢直径組 )
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表5 耐性菌のポ,ォ キシン剤含有培地における
生育程度 (数字は菌叢直径饉 )
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3 現地面場での防除試験
耐性菌発現の現地回場で行った防除試験の結果を表6に

示しためヽ ロプラール,オ ーツサイド,ス ミレタタス各水
和剤の効果は顕著で実用性が高く,又 トップジンM水和

剤にラピサンスプレーオイルを加用することによって実用

に近い効果が見られた。この他ダイホルタン水和剤の効果

も高かった。
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表6 耐生菌発生回場における防除試験

①  5月 26日

② 6月 5日

③ 6月 10日

④ 6月 18日

⑤ 7月 5日

調査 7月 7日

4 ま

トップジンM水和凱 ベンレート水和剤はプドウ灰色かび

病の防除薬剤として願嗜な効果が見られ,昭和48年度から

実用化され効果を発揮してきたが,耐性菌の出現した若美

町の場合通算 5～ 6回の散布で耐性菌が出現 したことにな

り,未確認ではあるが, 50年頃から耐性菌がすでに出現 し

ていた疑いもある。又 多くの産地でも両薬剤の効果が年

々劣る傾向が観察されており,今後広範囲にわたって耐性

菌の出現する可能性が強く,警戒して対応する必要がある。
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